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　2．家族性高脂血症ウサギの病態生理的特徴
一動脈硬化とα　一tocopherol動態の関連一
（薬理学）柳川清尊，武田弘志，篠崎一志，松宮輝彦
（老年病学）柳川清心，篠崎一志，高崎　優
（ツムラ中央研）飯塚　晃
自然発症の遺伝的高脂血症ウサギ（KHCウサギ）は、家族性
高脂血症モデルとしての特徴を有している。本研究では、
ヘテロKHCウサギの病態生理的特徴を考究する目的で、コ
レステロール負荷による動脈硬化病変の発現とα一
tocopherol（Toc）動態変化との関連について検討した。雌性
ヘテロKHCウサギにおいて、加齢に伴う赤血球膜内α一Toc
濃度とα一tocopherolquinone／α一Toc値の減少が生じた。ま
た、血清コレステロール、リン脂質の増加および大動脈の
アテローマ硬化病変の発現を認めた。以上の成績より、コ
レステロールを負荷した雌性ヘテロKHCウサギは、加齢に
伴いα一Tocの関与する抗酸化機構が低下する。この機能衰
退が動脈硬化症発現に一部関与すると思われる。
1．実験的潰瘍性大腸炎とリンパ管
（解剖学第1）市川　早苗
潰瘍性大腸炎のモデルとして、デキストラン硫酸ナトリウム
（DSS）を飲水投与したモルモットを使用し、リンパ管の形態
的変化について検索した。DSS投与3日後、リンパ管の内皮
細胞は、投与前に較べ、浮腫状を呈する部分が見られ、内皮
細胞の内腔面は突出と陥凹が多く見られた。浮腫状の部分で
は、空胞状の構造物が多数見られた。DSS投与4～5日後、
内皮細胞の核膜腔が拡大している像が観察された。また、著
しく電子密度の高い、非常に扁平な内皮細胞が浮腫状の内皮
細胞の間に出現し、両者でリンパ管壁を形成していた。以上
の所見に加えて、盲腸と上行結腸の始まりの部分のリンパ小
節周辺部で、内腔に多数の浸潤細胞を入れたりンパ管が粘膜
固有層から粘膜筋板を貫く像が観察された。
この所見はDSS投与後2日までのリンパ節付近では見られ
ず、リンパ管が炎症細胞の輸送に深く関わっていることが示
唆された
　3．動脈硬化を特徴とする家族性高脂血症ウサギにおける
抗酸化機構に及ぼす三二潟心惑の影響
（薬理学）飯島　治，武田弘志，柳川清尊，松宮輝彦
（老年病学）柳川清尊，高崎　優
（ツムラ中央研）飯塚　晃
我々は先に、127種の漢方薬についてin　vitroにおける抗酸化
作用をスクリーニングし、三黄身心拍（SS）等に強い活性を
認め報告した。本研究では、in　vivoにおけるSSの抗酸化作
用を考究する目的で、家族性高脂血症モデル（KHCウサギ）
の血漿LDLに対する抗酸化効果および血漿と赤血球膜にお
けるα一トコフェロールの酸化一還元動態に及ぼす影響につ
いて多角的に検討した。
その結果、ホモKHCウサギにSS　l　g／kgを連続経口投与する
ことにより、投与開始12、24週目に血漿LDLに対する抗酸
化作用が生じた。さらに、血漿および赤血球膜におけるα一
トコフェロールの抗酸化能の改善が認められた。以上から、
SSはin　vivoにおいても、有効な抗酸化効果を有することが
示唆された。
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